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火は見 てる　　　　　　　　
　あな たが離れる　その時を

藤
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益
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研
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宮
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手
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純
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渡
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秀
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青
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土
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晶
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親
子
消
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団
員
表
彰

吉
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通
夫

（10-2）　

吉
澤　

信
隆

（10-2）

栃
木
県
消
防
協
会
南
那
須
支
部
長
表
彰

優
良
分
団
（
竿
頭
綬
）　

　

第
５
分
団
第
３
部

功
績
章　

秋
元　

正
己

（４）　

福
田　

忠
義

（６）

益
子　

和
則

（７）

勤
続
章
（
５
年
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星　
　

勇
一

（1-3）　

久
保　

裕
史

（1-3）

坂
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宗
則
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桑
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正
浩

（6-3）

中
田　

正
則
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吉
成　

和
人

（1-4）
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和
広
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神
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浩
史

（2-3）

小
髙　

義
弘

（3-1）　

小
髙　

博
史

（3-1）

笹
沼　

智
裕

（3-1）　

酒
主　

雅
俊

（3-1）
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昌
宏
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岡　
　

忠
幸

（6-1）

田
代　

賢
志

（6-1）　

佐
藤　

洋
一

（6-2）

星　
　

恵
文

（6-2）　

齊
藤　

創
史

（6-3）

深
沢　

修
司

（7-1）

町
長
表
彰

功
績
表
彰　

優
良
分
団

第
１
分
団　

第
７
分
団

永
年
勤
続
退
職
表
彰

　
　
　
　
　
　
　

（　）
は
勤
続
年
数

藤
田　

正
一

（37）　

齊
藤　

健
次

（33）

塚
原　

章
一

（22）　

内
田　

則
克

（21）

大
金　

正
幸

（21）　

大
金　

康
幸

（20）

笹
﨑　

利
美

（20）　

穴
山　

正
一

（20）

小
室　

淳
一

（20）

消
火
協
力
者

小
松　

正
紀
様
（
大
子
町
）

団
長
表
彰

優
良
火
気
取
扱
者
表
彰

小
髙　
　

郁
（
馬　

頭
）

大
金　

幸
子
（
馬　

頭
）

酒
主
き
ぬ
江
（
和　

見
）

秋
元　

直
美
（
北
向
田
）

齋
藤　

理
加
（
久
那
瀬
）

川
和
ミ
チ
ヱ
（
大　

内
）

岡　

よ
し
子
（
大
山
田
下
郷
）

阿
久
津
智
子
（
浄
法
寺
）

川
上
登
紀
子
（
恩　

田
）

薄
井　

幸
枝
（
小　

川
）

鈴
木
希
巳
枝
（
白　

久
）

天ぷら油による火災に注意！

　建物火災の出火原因をみると、ガスコンロが原因によるも
のが最も多く、これらの火災の大半は天ぷら油等が起因して
います。天ぷら油は温度が発火点（360℃～380℃）以上にな
れば、火種がなくても発火して燃焼を始めます。
　一般に家庭で使用する油量程度の天ぷら油を家庭用ガスコ
ンロで加熱すると、約５分で揚げ物に適した温度（約160℃
～200℃）に達し、そのままの状態で放置しておくと約10分
で異臭とともに白煙が立ち始め、ちょっと目を離したすきに
火災になってしまいます。
　天ぷら油火災の多くは、天ぷらを揚げている時に来客、電
話、子どもの世話などでガスコンロから離れた時のような、
ちょっとした油断が原因で発生しています。いったんコンロ
に火を付けたら、絶対にその場を離れない、離れる必要があ
る時はコンロの火を消してから離れる習慣をつけることが重
要です。
　もし、天ぷら油火災が発生した場合は消火器で消火するこ
とが確実ですから、消火器を備えておくと安心です。

携帯電話で 119 番通報をするとき！

携帯電話で119番通報した時の流れ

　南那須管内から119番通報をすると、南那須
地区広域行政事務組合消防本部烏山消防署が受
信します。その後、火災発生地域の消防署、分
署へ転送または連絡されます。
★災害発生場所をしっかり確認し、必ず町名を
　伝えましょう。
★自動車など走行中の場合は、必ず安全な場所
　に停車してから通報しましょう。
★携帯電話で所轄消防署の加入電話へ直接通報
　すれば所轄内の消防機関が応答します。
管内の消防機関の加入電話番号

　馬頭分署　☎０２８７－９２－２８００
　小川分署　☎０２８７－９６－２１８８
　もしもの時にあわてないよう、携帯電話へ登

録しておきましょう！

那珂川町消防団長に大金市美氏

　地域住民の生命や財産を守るため活
躍している那珂川町消防団員は現在、
５８７名です。
　その団員を束ねる新団長には、平成
19 年 4 月、大金市美氏（大内）が就任
しました。
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去
る
７
月
20
日
に
お
亡
く
な
り

に
な
ら
れ
た
元
旧
馬
頭
町
並
び
に

那
珂
川
町
議
会
議
員
岡
進
氏
（
盛

泉
）
は
、
生
前
の
功
績
が
認
め
ら

れ
、
瑞
宝
双
光
章
が
授
与
さ
れ
ま

し
た
。

　

在
り
し
日
の
ご
活
躍
を
偲
び
、

謹
ん
で
ご
冥
福
を
お
祈
り
申
し
上

げ
ま
す
。

故 
岡
進
氏
に
瑞
宝
双
光
章

　

去
る
８
月
25
日
に
お
亡
く
な
り

に
な
ら
れ
た
名
誉
町
民
金
子
正
一

郎
翁
（
馬
頭
）
は
、
生
前
の
功
績

に
対
し
て
従
五
位
に
叙
さ
れ
ま
し

た
。 故 

金
子
正
一
郎
翁
に
従
五
位

　

長
年
に
わ
た
り
、
本
町
の
教
育

の
発
展
と
充
実
に
貢
献
さ
れ
て
き

た
福
嶋
丈
夫
さ
ん
（
芳
井
）
が
、

平
成
19
年
度
地
方
教
育
行
政
功
労

者
表
彰
で
文
部
科
学
大
臣
表
彰
を

受
賞
し
ま
し
た
。

　

福
嶋
さ
ん
は
、
昭
和
63
年
か
ら

平
成
18
年
ま
で
の
18
年
間
、
旧
小

川
町
教
育
委
員
会
委
員
・
那
珂
川

町
教
育
委
員
会
委
員
を
在
任
さ
れ

ま
し
た
。
そ
の
間
６
年
間
、
教
育

委
員
長
を
務
め
、
地
区
教
育
行
政

の
円
滑
な
運
営
の
た
め
献
身
的
に

尽
力
さ
れ
ま
し
た
。

　

長
年
に
わ
た
り
、
中
学
校
教

育
の
振
興
に
貢
献
さ
れ
て
き
た

元
馬
頭
中
学
校
長
岡
誠
一
さ
ん

（
久
那
瀬
）
が
、
中
学
校
教
育

60
年
記
念
教
育
功
労
者
表
彰
で

文
部
科
学
大
臣
表
彰
を
受
賞
し

ま
し
た
。

　

岡
さ
ん
は
昭
和
41
年
、
馬
頭

町
立
大
内
中
学
校
を
振
り
出
し

に
、
平
成
15
年
馬
頭
中
学
校
長

を
退
職
す
る
ま
で
の
38
年
間
、

学
校
教
育
の
充
実
と
発
展
に
献

身
的
に
尽
力
さ
れ
ま
し
た
。

図
書
館
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
た
ま
ご

『

楽

し
い
絵

本

と

紙

し

ば

い

の

会

』
活
動
始
め
て
10
年
目

　

毎
月
第
１
・
第
３
水
曜
日
に
馬
頭
図
書

館
で
未
就
園
児
（
０
歳
～
３
歳
）
を
対
象

に
絵
本
な
ど
の
読
み
聞
か
せ
の
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
た
ま
ご
が
「
楽
し
い
絵
本
と
紙
し

ば
い
の
会
」
を
開
催
し
て
い
ま
す
。

　

代
表
の
高
橋
美
幸
さ
ん
（
馬
頭
）
が
読

み
聞
か
せ
の
講
習
会
を
受
講
し
、
10
年
前

に
発
足
し
ま
し
た
。

　

こ
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
た
ま
ご
は
、
そ
の

後
、
参
加
者
の
ひ
と
り
だ
っ
た
黒
川
真
理

子
さ
ん
（
馬
頭
）
と
嶋
﨑
有
子
さ
ん
（
小

口
）
も
読
み
手
と
し
て
参
加
し
、
現
在
、

３
人
で
活
動
し
て
い
ま
す
。

　

読
み
聞
か
せ
の
コ
ツ
を
聞
い
た
と
こ

ろ
、「
子
ど
も
た
ち
の
反
応
を
見
な
が
ら
、

臨
機
応
変
に
読
み
方
を
変
え
た
り
、会
話
・

問
い
か
け
等
で
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を

図
る
よ
う
に
心
が
け
て
い
ま
す
」
と
答
え

て
く
れ
ま
し
た
。

　

晴
れ
た
日
に
は
野
外
で
開
催
し
、
自
然

に
触
れ
る
機
会
を
設
け
る
な
ど
、「
子
ど

も
た
ち
が
絵
本
を
機
に
様
々
な
こ
と
に
興

味
を
持
つ
よ
う
、
ま
た
、
読
み
聞
か
せ
を

家
庭
で
実
践
す
る
こ
と
で
家
族
間
の
交
流

が
深
ま
れ
ば
と
思
い
活
動
し
て
い
ま
す
」

と
話
し
て
い
ま
し
た
。

　

興
味
の
あ
る
方
は
、
是
非
、
ご
参
加
く

だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ　

馬
頭
図
書
館　

☎
０
２
８
７―

９
２―

５
０
１
５

福
嶋
丈
夫
さ
ん
が
地
方
教
育
行
政
功
労
者
表
彰

岡
誠
一
さ
ん
が
中
学
教
育
60
年
記
念
教
育
功
労
者
表
彰

左から黒川さん、高橋さん、嶋﨑さん
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北
沢
の
不
法
投
棄
の

　
　
　
　
　

解
決
に
向
け
て
（
25
）

　

今
回
か
ら
、
町
民
の
皆
さ
ま
が
疑
問
に
思
っ
て
い
る
こ
と
に
つ
い

て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　
「
北
沢
地
区
へ
不
法
投
棄
さ
れ

た
量
が
、
投
棄
当
時
と
変
わ
っ
て

い
る
の
は
な
ぜ
で
す
か
？
ま
た
、

処
分
し
な
け
れ
ば
い
け
な
い
量
は

ど
の
位
あ
る
の
で
す
か
？
」
と
い

う
質
問
が
あ
り
ま
し
た
が
、
北
沢

地
区
に
不
法
投
棄
が
発
覚
し
た
の

は
、
平
成
2
年
の
こ
と
で
す
。
県

で
は
再
三
に
わ
た
り
搬
入
の
中

止
と
撤
去
を
指
導
し
ま
し
た
が
、

投
棄
が
続
け
ら
れ
ま
し
た
。
こ

の
時
に
投
棄
者
に
対
し
て
警
察

が
調
査
に
よ
り
確
認
し
た
量
が

１※
１

１
、７
０
０
㎥
で
１
２
、０
０
０

ｔ
で
す
。

　

ま
た
、
平
成
10
年
に
は
町
と
県

で
北
沢
不
法
投
棄
物
に
有
害
物
質

が
含
ま
れ
て
い
る
か
ど
う
か
を
調

査
す
る
性
状
調
査
を
行
い
ま
し
た
。

そ
の
際
に
推
定
３
５
、０
０
０
㎥

と
い
う
数
量
が
報
告
さ
れ
て
い
ま

す
。

　

さ
ら
に
県
で
は
、
町
か
ら
の
要

望
等
も
踏
ま
え
、
平
成
12
年
に
北

沢
地
区
不
法
投
棄
物
の
詳
細
調
査

（
投
棄
物
の
量
、
投
棄
物
の
種
類
、

有
害
物
質
の
有
無
）
を
実
施
し
ま

し
た
。
現
地
で
の
平
面
測
量
や
縦

横
断
測
量
の
結
果
、
不
法
投
棄
物

の
量
は
約
３
１
、０
０
０
㎥
と
推

計
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
処
理
の

た
め
現
在
の
位
置
か
ら
運
搬
す
る

こ
と
に
な
る
と
、
今
ま
で
圧
縮
さ

れ
て
い
た
も
の
を
掘
り
起
こ
す
こ

と
に
な
り
容
量
が
増
加
し
ま
す
。

そ
の
容
量
増
加
率
を
考
慮
し
て
約

４
５
、０
０
０
㎥
と
推
測
さ
れ
、

さ
ら
に
、
そ
の
と
き
の
調
査
で
投

棄
地
周
辺
で
油
分
の
汚
染
が
見
ら

れ
た
た
め
、
そ
の
部
分
も
撤
去
運

搬
す
る
と
し
た
場
合
、
概
算
量
と

し
て
３
、９
０
０
㎥
で
、
容
量
増

加
率
を
考
慮
し
約
５
、７
０
０
㎥

と
な
り
、
最
終
的
に
必
要
な
撤
去

量
は
約
５
１
、０
０
０
㎥
と
推
測

さ
れ
ま
す
。

　
「
北
沢
地
区
の
不
法
投
棄
物
は

ど
ん
な
も
の
が
投
棄
さ
れ
て
い
る

の
で
す
か
？
ま
た
、
有
害
な
物
質

は
含
ま
れ
て
い
る
の
で
す
か
？
」

相談窓口の開設
　馬頭最終処分場についての相談窓口は、毎月第１水曜日に
開設しています。町民の皆さまの疑問にお答えし、ご意見や
ご要望をお伺いしています。相談日以外でも県または町にご
相談ください。
相談日時　12月５日（水曜日）午後１時～午後６時
場　　所　役場本庁２階 第３会議室
問い合わせ　県　馬頭処分場整備室　☎０２８－６２３－３２２７
　　　　　　町　環境整備対策室　　☎０２８７－９２－１１１０

　小口字北沢地区不法投棄現場周辺の水質
分析結果をお知らせします。
調査項目　健康項目、生活環境項目、
　　　　　その他
採 水 日　平成 19 年 8 月 6 日
採水場所　１周辺環境水
　　　　　　（1）投棄地直下河川
　　　　   　（2）小口川上流
　　　　　２投棄現場
　　　　　　（3）投棄地下流側浸出水
　　　　　　（4）投棄地内浸出水
調査結果 
　周辺への汚染拡大の兆候は認められない。
　詳細については、環境整備対策室にお問
い合わせください。

不 法 投 棄 現 場 周 辺 に か か る
水 質 分 析 結 果

（平成19年度第２回年間変動調査分）

最終処分場を視察しませんか？
　町と県では、町民の皆さまに実際の処分場を見ていただき、
処分場がどんなものかを理解していただくため、次により最
終処分場の視察を実施します。
視察先　埼玉県環境整備センター（埼玉県寄居町）、エコフ
　　　　ロンティアかさま（茨城県笠間市）、その他要望の施設
対象者　那珂川町に住所を有する団体・グループ・個人
申し込み　環境整備対策室　☎０２８７－９２－１１１０
実施期日　申し込み団体等と調整のうえ決定します。

と
い
う
質
問
も
あ
り
ま
し
た
が
、

こ
れ
に
つ
い
て
は
、
詳
細
調
査
結

果
で
確
認
さ
れ
た
も
の
と
し
て
、

廃
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
類
、
金
属
く

ず
、
ゴ
ム
く
ず
、
ガ
ラ
ス
く
ず
、

建
設
廃
材
の
安※

２

定
5
品
目
と
木
く

ず
、
紙
く
ず
、
プ
リ
ン
ト
基
板
、

顔
料
、
ビ
ニ
ー
ル
シ
ー
ト
、
医
療

系
廃
棄
物
、
自
動
車
部
品
（
バ
ン

パ
ー
、
オ
イ
ル
エ
レ
メ
ン
ト
、
タ

イ
ヤ
等
）、
焼
却
灰
等
に
な
り
ま

す
。
こ
れ
は
あ
く
ま
で
も
、
投
棄

地
数
ヵ
所
の
試
掘
の
結
果
で
す
か

ら
、
投
棄
物
の
全
て
を
把
握
し
た

も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
全
て
を

調
べ
る
と
い
う
こ
と
は
投
棄
物
全

て
を
移
動
（
撤
去
）
す
る
し
か
方

法
は
あ
り
ま
せ
ん
。
有
害
物
質
に

つ
い
て
は
調
査
の
結
果
、
ダ
イ
オ

キ
シ
ン
類
が
検
出
さ
れ
た
ほ
か
、

鉛
や
揮
発
性
有
機
化
合
物
が
環
境

基
準
を
上
回
っ
て
検
出
さ
れ
て
い

ま
す
。

※
１　

㎥
（
立
方
メ
ー
ト
ル
）
は
立
体

　

に
よ
っ
て
占
め
ら
れ
る
空
間
の
大

　

き
さ
を
い
い
ま
す
。
ｔ
（
ト
ン
）

　

は
立
体
の
重
さ
で
す
。
通
常
、水

　

１
㎥
＝
１
ｔ
＝
１
、０
０
０
Ｌ
で
す
。

※
２　

安
定
５
品
目
と
は
、
廃
プ
ラ

　

ス
チ
ッ
ク
類
、
金
属
く
ず
、
ゴ
ム

　

く
ず
、
ガ
ラ
ス
く
ず
、
建
設
廃
材

　

で
す
。


